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公表 事業所における自己評価総括表

○事業所名 地域総合支援センター どんぐり2

○保護者評価実施期間 令和8年 1月 13日 令和8年 1月 26日

○保護者評価有効回答数 (対象者数) 29家族 (回答者数) 20家族

○従業者評価実施期間 令不日8年 1月 13日 令和7年 1月 26日

O従業者評価有効回答数 (対象者数) 5名 (回答者数 ) 5名

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年2月 18日

○分析結果

事業所の強み (※ )だと思われること

※より強化 。充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行つている取組等 さらに充実を図るための取組等

1

「地域総合支援センター」に児童発達支援セン

ター、相談支援事業所、就労支援事業所等があり、

連携した支援を行うことができる。

「地域総合支援センター」に児童発達支援セン

ター、相談支援事業所、就労支援事業所等がある強

みを活かし、日常的に情報共有や相談を行つていま

す。放課後等デイサービス卒業後も切れ目のない支

援につながるよう、早期から将来を見据えた連携を

意識しています。

今後は、連携の場をより計画的に設け、役割分

担や支援の方向性を共有することで、よリー貫性

のある支援体制の構築を目指します。

2

職員の資質向上のための、法人内研修や外部研修

の機会、各種委員会活動が充実している。

法人内研修や外部研修、各種委員会活動等への参

加を通して、職員の専門性や支援技術の向上に努め

ています。学んだ内容は職員間で共有し、日々の支

援に活用することを意識しています。

研修内容を実践につなげるため、事わu検討や振

り返りの1幾会を増やし、学びを定着させる仕組み

づくりを進めていきます。

3

自立支援協議会等への参画を通して各関係機関と

の連携を行つている。

市の自立支援協議会に積れ願的に参画し、地域の関

係機関と顔の見える関係づくりに努めています。地

域の動向や課題を把握し、日々の支援や連携に活用

しています。

得られた情報や学びを事業所内で共有し、支援

や運営の改善につなげるとともに、今後も地域と

連携した支援の充実を図つていきます。

事業所の弱み (※ )だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

家族支援について充分な対応ができていない。 ペアレントプログラムや家族向け研修について、

「場所や時間の都合で参加しにくい」とのご意見が

あり、参加しやすい方法を検討する必要性を感して

います。

開催方法や時間帯の見直しも含め参加しやすい

形を検討していきます。保護者の皆さまのニーズ

を把握しながら、より実践的な家族支援を目指し

ます。

2

保護者同士の交流の機会やきようだい児への支援が

できていない。

保護者会については、平日は時間が限られている

こともあり、現時点で交流の機会を持つことができ

ていません。あらためて開催に向けて調整を行いま

す。

保護者同士の交流が少ないというご意見を受

け、保護者会や意見交換の場について、内容や開

催方法の工夫を検討していきます。また、情報共

有や交流が無理なく行えるよう、参加しやすい雰

囲気づくりを大切にしてまいります。

3

地域や他の児童と交流が少ない。 平日、下校後からの時間で地域の子どもと交流す

る場を持つことが難しい現1犬にあります。

外出行事等で公園等で遊ぶ際に地域の児童との

交流ができたこともありますが、今後は安全面に

配慮しながら、地域の社会資源の活用やイベント

等への参加を行い、交流の機会をさらに広げられ

るよう対応していきます。
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公表 保護者等からの事業所言引面の集計結果

事業P万名
1地

域総合支援センタ― どんぐり2
公表日 令和8年 2月 27日

利用児童数 29家族 回収数 20家族

チエツク項目 は い
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

環

境

　

体

制

整

備

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 18 0 1 1

室内や外が広いのでみんなで活動でき

る。

子ども達が自由に動き回つている状況

では狭く感じらると考えますが、室内だ

けではなく、園庭や外出先 (公園等)で

の活動も取り入れて、安全かつ安心して

過ごせるよう工夫していきます。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 15 2 0 3

子どもの人数にあっていると思う。 配置基準は満たしており、さらに加配

職員を配置しています。また、直接支援

に携わる職員は保育士、児童指導員の有

資格者を配置しており、今後も安心して

こ利用いただけるようつとめます。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になつていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特'性に応じて、バリアフリー化や

情報伝違等への配慮が週切になされていると思いますか。

17 2 1

ノヽ リアフリーの構造ではありません

が、床にマットを使用したりして、安全

に安心して活動できる環境を整えていま

す。また、視覚支援を取り入れ、わかり

やすく構造化された生活空間となつてい

ます。個別に絵カー ド等を使用し、特性

に応した支援をしています。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になつていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となつていると思いますか。
19 0 1

毎日、掃除や整理整頓を行い、清潔に

心地よく過ごせる環境を整えています。

題

切

な

支

援

の

提

供

5
こどものことを十分に理解し、こどもの4〕性等に応した専門性のある支援

が受けられていると思いますか。
16 2 0 2

子どもの障がい特性に応じた専門性の

ある支援をしてくださると助かります。

,STの先生をまたお願いしたいです。

専門性のある支援を提供できるよう月説

員研修の充実や外部研修への参加を通じ

て、専門性の向上につとめて参ります。

また、会議、ミーテイング等を活用

し、個別の事案について支援方法の検討

善を行っています。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合つていると思いますか 。
17 1 0 2

一年に三回モニタリンクを実施してい

る 。

支援方針等について、モ三タリング会

議等での情報共有や支援計画書の岳覚明を

丁辱こに行つていきます。

7

こどものことを十分理解 し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画 (個別支援計画)'つ 作`成されて

いると思いますか。

17 0 3

担当者会議、モニタリング会議、支援

計画策会議等で児重や保護者の意向や課

題を確認し、本人に特性にあつた支援計

画を作成します。

8

放 E黒後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイ ドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

か。

17 0 0 3

児童、保護者の意向を確認し、こ本

人、ご家族の「こうなりたい」、「こう

なつてほしい」という目標に近づけるよ

う無理のない計画をチーム全体で検討し

て策定します。

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 16 1 0 3

日々の内容は色々な経験をさせてもらつ

ています。計画に沿っている力Чよ分かり

ません。

支援計画と日々の活動とのつながりが

分かるよう、保護者への説明や情報提供

の工夫を行つていきます。面談等の機会

を通 して、支援のねらいや成長の穣子を

丁撃にお伝えしていきます。

10
事業P折の活動プログラムが回定化されないよう工夫されていると思います

か 。

15 2 1 2

職員間でミーティングを行い、集団や

個別での活動、季節を感じられる渚動

等、全体のバランスを考慮して作成して

います。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がありますか。
10 1 3

・陸上大会の時に交流している。

・知らない子どもと遊ぺるのかという気

持ちもありますが、機会はほしいと思い

ます。

事業所周辺の清掃活動や地域の公園、

図書館等の利用を通して地域の方とのふ

れあいを図つています。今後も無理のな

い形で段階的に経験できるよう、安全面

に十分配慮して取り組んでいきます。

12
事業所を利用する際に、運営塀汗皇、支芋麗プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
18 2 0 0

契約時に分かりやすく、丁寧な説明を

行うことをこころがけています。

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。
18 1 0 1

個別支援計画書を交付する際に説明を

行つています。



14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニシ

グ等)や須族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

15 4 0 1

実施される場所や時間で参加しにくいと

感じます。

開催方法や時間帯の見直し、オンライ

ン活用等も含め、参加しやすい方法を検

討していきます。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
18 1 0 1

週絡ノー トや送迎時に丁寧にどイ」用時

の様子を伝えていきます。また、また、

会i義等でど塚庭や学校の様子を把擢し

て、運携して支援ができるようつとめて

いきます。

16 定期 n匂に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 17 1 0 2

趨緒ノー トに詳しく書いていて分かり易

い 。

電話や渓抑時等に対応をそ子っています

が、必要に応じて面談の機会を設けて対

応、しています。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 18 1 0 1

児童、保護者の立場に立った支援をこ

ころがけていきます。

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きようだ

い向けのイベン トの開催等により、きようだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きようだいへの支援がされていますか。

10 4 1 5

・保護者向けのイベン トは分からない。

・保護者同士の交流は少ないと感じま

す。

保護者会や意見交換の場について、内

容や開催方法の工夫を検討していきま

す。1育報共有や交流が無理なく行えるよ

う、参加しやすい雰回気づくりをそ〒いま

す。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対 してそのような場があることについて周

知・説明され、相。炎や申入れをした際に乱凍かつ適切に対応されています

か。

18 2

相談等を受けた際は、迅返な対応をこ

ころがけています。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
19 1 0 0

迎えに行 くと活動を伝えてくれる。 子ども達それてれの特性に応したコ

ミュケーション方法を工夫して女寸応して

います。

21

定期的に通信やホームページ・ SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

18 1 0 1

毎月の便りや連絡ノー ト、法人の HP

当を活用して情報発信につとめていま

す。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 18 1 0 1

関イ系機関との情報共有やお便り等で写

真を掲載することもありますが、事前に

確認を行つたうえで、取り扱いについて

は十分注意をしていきます。

非

常

時

等

の

対

応

23

事業所では、事故防止マニユ刀 レ、緊急時対応マニュアル、防犯マニユア

リレ、感染症対応マニユ刀 レ等力燦 定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

17 2 0 1

契約時または、年度の初めに保護者の

方への周知を図つています。また、発生

を想定した訓練も計画的に行つていま

す。

24
事業所では、非常災害の発生に備ラと、定期的に避難、敷出その他必要な留‖

僚が4丁われていますか。
19 0 1

毎月避難訓イ員を実施している。

避難訓練が行われていて安心します。

年間の計画を立て、毎月 1回様々な災

害を想定した避難訓練を実施していま

す。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
17 2 0 1

安全計画書を交付して周女日をそ子つてい

ます。また、各種電」1練については、法人

内のマニユアルに沿って定期的に実施し

ています。

26
事故等 Ol玉我等を含む。)が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
19 0 0 1

事故や怪我等があれば速やかに運絡を

行います。事故等が発生した経緯や原因

についても詳細に確認し、再発防止策を

講じます。

満

足

度

27 こどもは安心儀をもつて遼所していますか。 19 0 0 1

学校に行く間は週三回行っている。自分

のリレーティンに入っている。

後も楽しく通所 していただけるよう活

動内容等に工夫を行つてまいります。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 19 1 0 0

今後も楽しく遍所 していただけるよ

う、努めてまいります。

29 事業所の支援に満足していますか。 19 1 0

・いつも温かい支援をしてくださり感謝

しています。

・土曜日の開所が減り、働き方を考えま

した。色々な争情があるかとは思います

が、土曜日開所は続けていただけるよう

お願い致します。レスツくイトになつてお

り、大変助かります。仕事と重なること

もあるのですが。

今後も安心安全な療育を提供できるよ

う努めてまいります。

土曜日の開所については、人員体制や

運営状況を踏まえながら、可能な対応に

ついて検討を行います。

保

護

者

へ

の

説

明

等
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公表 事業所における自己評価結果

事業所名 地域総合支援センター どんぐり2
公表日 令和 8年  2月 27日

工夫している点 課題や改善すべき点チェック項目 はい いいえ

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 5 0

適切な利用定員となつている。個別支援や学習ができる

スペースを確保し、活動の内容に合わせて工夫して使って

いる。ご利用児の状態や活動内容によつてはスペースが狭

く、渚動が制限される場合があるが、活動の際に必要な物

以外は別室に移動する等して、スベースを確保している。

また、 1蓋 庭や周辺の公園等外部の資源を活用し、充実した

活重h′なるようにTtttノている^

10名足員であるが、こ秀U用児も成長し活動

内容によつては狭 く感じることがある。今後

は室内だけではな く、囲庭や外出先 (公園

等)での活動も取 り入れて、安全かつ安心し

て過ごせるよう工夫していく。

2
利用定員や こどもの状態等 に対 して、 職員の配置数 は適切である
か 。

5 0

国の規定に沿つた配置基準は上回つているが、個別支援

を行う時など状況によってはもう一人いると支援がより充

実できると思うことがある。よ抑時間や保護者等の対応

時、ごイJ用児の多様性に対応するため、チーム支援を基本

とした共通の支援を徹底 している。事故が起きないよう気

を配り、職貝が運動して動くよう連携を図つている。

落ち着かないどイJ用児がいることが想定さ

れる場合は、事前に応援職員の依頼を行う

等、地域総合支援センターと連携を図りなが

ら支援を行いたい。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になつている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応し、パリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

5 0

視覚支援を取り入れ、わかりやすく橋造化された生活空

間としている。個別に絵カー ド等を使用し、特性に応じた

支援を行つている。

ノくリアフリーの構造ではないが、床にクッションマット

を使用したりして、安全に安心して活動できる環境を整え

ている。

環境整備を行い、常に整理整頓を心がけて

る。今後も環境面での課題があれば、すぐに

検討、対応を行う。

4
生活空間は、清潔で、心地 よ く過ごせる環境 になっているか。ま

た、こども達の酒動に合わせた空間となつているか。
0

毎日掃除や消毒を行つている。こ利用児が動きやすいよ

う、また、安全面に気をつけるため、曽段から整理整頓や

掃除、片付け等の意識を持つている。地域資源を活用し、

活動内容を工夫して取り組んでいる。

引き続きご利用児が安全に安心して活動す

ることができる環境整備につとめていく。

環

境

・
体

制

整

備

5
必要に応して、こどもがl回別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になつているか。
0

学習や静香、余暇時間等個別対応できる部屋を確保して

いる。

引き続き必要に応した個別支援を行つてい

く

6
業務改善を進めるためのPDCAサ イクル (目標設定と振 り返り)
に、広く職員が多画しているか。

4 1

毎月の事業会議に全員が参カロしている。各種会議や委員

会の内容については、児発管を通 して伝達をしている。毎

日のミーテイングについては、送迎等の業務により全員参

加が難しい時もあり、情報共有の方法の工夫が必要と感じ

全職員が参加して意見を出しやすい仕組み

を整え、PDCAサ イクリレを意識した振り返 り

のい機会を設けていく。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改讐につなげているか。
4 1

・保護者からのこ言見は常に意識し、職貝間で周タロを図り

ながら保護者の思いを踏まえて改善するよう努めている。

・サービス向上に向けたアンケー トを実施し保護者の方の

ご意見を伺う機会を設けた。

いただいたこ意見を耳駐員間で共有し、具体

的に業務改善につなげていくよう努めてい

く。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。
3 2

毎日のミーテイングや業務終了後の伝達等の際に情報の

共有や支援内容の検討や統一を図つているが、業務の都合

におより、全員の参加が難しい時もあり、臓報共有の方法

の工夫が必要と感じている。

意見を体系的に集約し、改善につなげる仕

組みが十分でないため、意見を共有、検討す

る場を明確に設け、業務改善にいかしてい

く。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か 。

5 0

第三者による外部詔 E『を受けており、その結果を業務の

改善につなげている。また、月に1度第二者委員による生活

帽談日を設けている。

◆後も定期agに第三者による外部評価を受

ける体制を整える。

業

務

改

善

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
5 0

安全計画を元に虐待防止や人権に関すること、BCP、 感

型症等多岐にわたる研修を行つている。パー ト職員および

支援補助員も研修に参加している。

職員が研修で得た知識や支援技術を共有で

きるよう復命研修を4子い、資質向上に努めて

いく。資格取得についても推奨していく。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 5 0

ホームページで公表 している。 支援プログラムの公表について、保護者に

同知を図つていく。

12

個々のこどもに対してアセスメン トを通切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計

画を作成しているか。

5 0

児発冒が中心になり、モニタリンク会議やアセスメント

を行い、個別支援計画を作成し、定期的に評価・見直しを

行つている。どIJ用児の状況や保護者との情報共有の内容

を反映させている。

日 頃からご利用児の状況や保護者の意向、

支援計画に対する経過等を共有し、同じ方向

を向いてごI」用児支援が糾統できるようして

いく。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理貢

任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こ

どもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。

5 0

計画の作成にあたっては、児発管を中心にチームの中で

意見を出し合いながら協議する場を設けている。

日頃からど利用児の状況や保護者の意向、

支援計画に対する経過等を共有し、その後利

用児のさらなる成長に繋がる計画作成に努め

たい。

14
放課後等デイサービス計画が耳監員間に共有され、計画に沿つた支援

が行われているか。
5 0

計画に沿つた支援が確実に行われるようにチーム内で相

互に確認しながら支援を行つている。

計画と支援が乖離することのないように

サービスの提供状況や内容を把握 し、必要な

指導を行っていく。
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より丁寧なアセスメン トを行つてイ子きたい。

15

こどもの適応行動の状況を、標幕化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフオーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。

5 0

事業所で決められた標準化された様式を使用している。

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイ ドライ

ンの「放課後等デイサービスの提供すべき支援Jの 「本人支援」、

「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい

及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に

設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

5 0

放課後等デイサービスメコイドラインを踏まえながら放課

後等デイサービス計画を作成し、その中で発達や成長段階

に応した支援内容及び状況等に応した支援内容を設定して

いる。

5領域に沿つた本人支援や家族支援、移行

支援等について、職員間で理解を深めていく

必要がある。

目的を共有 しながら多 くの体験ができるよ

う、引き続きアイデイアを出しながら、活動

集等も活用 していきたい。
17 活動プログラムの立案をチームで行つているか。 5 0

チーム内で共有し、支援が行われている。毎日ミーテイ

ングを行い、活動プログラムの詳細を決めてチームで取り

組んでいる。様々な意見を出し合い、こどもが楽しみなが

ら力を伸ばせるプログラム作成を行い、より内容を充実さ

せて効果を図つていきたい。

今後も自己研鑽を重ねながらアイテイアを出

し合い、倉J慧工夫しながら活動プログラムの

提供を行つていきたい。18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 5 0

活動プログラムについては、毎月のお便りで知らせるよう

にし、5領域に沿つて偏りがないように計画を組んでいる。

5 0

ごイJ用児の状況に合わせて放課後等デイサービス計画を

作成し、計画に沿つて支援を行つている。その日の状況に

応じて、個別活動をしたり、集団活動をしたり、工夫して

取り組んでいる。

個別支援のさらなる充実が図れるような支

援計画の作成に努めていく。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宣組み合わせて放

課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。

支援開始前に必ずミーテイングを行い、挟抑やその日の

活動内容や役割う)担等を確認している。

全員が等しく情報共有ができるように時間

を設け、もれのないよう確認していきたい。20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行つてい

るか。

5 0

毎回実施する体制が整つていないため、短

時間でも振り返りを行う、ルールを定め、支

援の質の向上につとめていく。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い、気付いた点等を共有しているか。
3 2

可能な限り支援後の打ち合わせを行つているが、業務の

部合によりできないこともある。午前中の空き時間等を活

用する等の工夫が必要。

記録の内容や活用方法にばらつきがあるた

め、記載ポイント等を整理し、支援の検証、

改善に活かせるよう取り組んでいく。

22
日 の々支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検a正・改善に

つなげているか。
3 2

毎日記録をとつており、支援の検証・改善に努めている。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直し

の必要性を判断し、適切な見直しを行つているか。
0

児発管を中心に職貝間で情報共有し、モニタリング会議

を行つている。

余裕を持つてより丁寧な見直しができるよ

う努めていく。

5 0

ガイ ドラインについて、職員に周知を図つている。昼本

活動を複数組み合わせた支援を心がけている。

日常の支援の中で 「4つの基本活動」をよ

り意 :駐できるように職員の意識づけを図つて

いく。

24
放課後等デイサービスガイ ドラインの「 4つの基本活動」を複数組

み合わせて支援を行つているか。

0

活動の幅を持たせられるような内容の場合や製作活動等

活動の内容によっては、自己選択できるよう配慮してい

る。

自分の意思を持つ、意思を表出する力、自

分で考えて行動する、選択することができる

力の育成に向けた支援を行つていく。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決

定をする力を育てるための支援を行つているか。
5

出席した会議の記録を回覧し、伝達を確実に

行つていく。26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会 i義

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
5 0

児発冒が中心に対象ご利用児に対してアセスメントでき

ている職員が出席している。

普段から情報を共有する体制が整えられる

よう、地域のネットワークづくりが必要であ

る。

27
地域の保健、医療 (主治医や協力医療機関等 )、 陣署福祉、保育

教育等の関係腱関と連続して支援を行う体制を整えているか。
5 0

障害福祉、保育、教育等は必要に応 じて関係機関が運携

し、情報を共有する体制を整えられている。

28

学校との 1富報共有 (年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校晴

刻の確認等 )、 連絡調整 (送迎時の対応、 トラフル発生時の連絡 )
を適切に行つているか。

5 0

送迎時に学校での状況や体調不良等の様子を確認し、支

l浸に反映させている。下校時刻や行事については、保護者

から知らせいただいたり、学校発出の各種連絡事項等で確

認させてもらつて対応している。

送迎時だけではなく、必要に応 して学校に

連絡をとり、連携の強化を図つていきたい。

29 0

児発管が関係機関が主催する利用前会議に出席し、晴報

共有及び支援方法について連携を図つている。相談支援事

業P折とも連携を図つている。

可能であれば利用前に保育所等で過こす様

子を見に行くことも検討したい。
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支

援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。

5 0

児発管が利用前担当者会議等を通して、情報共有してい

る。相談支援事業所とも連携を図つている。

移行する障害福祉サービス事業所等と情報

共有し、スムーズな移行が図られるよう配慮

する。

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所

等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等して

いるか。

31
地域の児重発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーパイズや助言や研修を受ける機会を設けているか。
5

児重発達支援センター等が主催する研修や北部圏域児童

発達支援連絡協議会の研修に参加している。また、必要に

応して児発管が関係機関との連絡調整を行つている。

今後、児重発達支援センターとの連携をさ

らに深め、支援が困難なケース等において、

助三等を受けることで、支援の質の向上につ

なげてきたい。

3 2

平日、下校後からの時間で地域の子どもと交流する場を

持つことが難しい現状にある。地域の社会資源を活用する

こと等で機会をつくつていく。

平日、下校後からの時間で地域の子どもと

交流する場を持つことが難 しい現状 にある

が、地域の公園や図書館や公共機関等の利用

を通 じて地域のこどもと交流する取り組みを

検討していく。

32
放課後児重クラフや児重館との交流や、地域の他のこどもと活動す

るl幾会があるか。



33 (自立支援)協議会等へT責極的に参加しているか。 5 0

市の自立支援協議会の「子ど葛支援部会」に参lJ日してい

る。

児発冒
‐
寺が出席し、その後十膏報共有をして

いる。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持つているか。
5

浜抑ゃ迎えの際に必ず保護者にその日の状況や様子を回

頭で伝えている。特記でお知らせすることは当日に必ず保

護者に連絡・報告している。連絡帳への記載や個別の相談

については、その日の内に返答するようにしており、必要

に応じて、後日時間を設けて対応させていただくこともあ

る。

必ず職員間で 1雷報共有 し、保護者へお伝え

している。そのため、職員間のコミュニケー

シヨンを密に図り、情報共有を常に念頭にお

いて支援を行つてる。ご意見や相談等があれ

ば、必ず保護者へ確認を行い、誠心誠意対応

する。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム (ペアレン ト トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や 1督報提供等を行つているか。

5 0

令和7年度は保護者に通如を行い、宇佐市と中津市でペア

レントプログラムを実施した。

令和8年度も実施の予定であり、日程等は

チラシ等で周知していく。

保

護
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36
運営規濯、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行つているか。
5

発管が契約時に説明し、適宣問い合わせがあつたときは

対応している。

初めての方でもわかりやすい説明に努めて

いく。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意

思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど

もや家族の意向を確認する機会を設けているか。

5 0

児発冒が直接ご利用児や保護者に確認し、支援計画を作

成 して支援の統一を図つている。

モニタリング会議を活用する場合には、今

後ご利用児の出席についても呼びかけていく

ことが必要と思われる。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行

い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか。
5 0

必ずご本 人と保護者に説明をイ;つ てから同意を得てい

る 。

わかり易く丁寧な説明を心がける。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必

要な助言と支援を行つているか。
0

送迎時に連絡、相談があつた場合は対応を行つている。

また、必要に応 じて別途時間を設けて対応 している。

今後もご家族の想いを大切にしながら話を

うかがい、一孝者に課題を整理したり、必要な

情報を提供したりすることに尽力していきた

い。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。

3 2

保護者会については、

ない。平日は時間が限られていることもあり、交流の機会

を持つことができていない。

保護者会や意見交換の場について、内容や

開催方法の工夫を検討していく。 1宵報共有や

交流が無理なく行えるよう、参加しやすい雰

囲気づくりを行つていく。

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦憎があつた場合に迅速かつ適切に

対応しているか。

0

児発管を中心に職貝間で早期に対応し改警を図つてい

る。替情相談委員の第三者委員による生活相談日を月に1回

設けている。

品棟に事実を確認した上で丁寧な説明をそ;

い、解決に向けて対応する。

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等 を汚用することによ

り、活動l凱妥や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対

して発信しているか。

5

日々の運悟帳や毎月発行しているお便り、法人HPへの掲

載等で情報発信をしている。連絡体制について、個人ごと

に緊急連絡先を整理して冊子にしているため、有事にはそ

の情報をもとに連絡を行う。

法人 HPの掲載についても頻度を上げ、情報

発信に力を入れていく。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 5 0

法律に基づき細心の注意を払つている。法人で決められ

た行動規範チェックリス トを定期的に実施し、正当な個人

情報の取扱いについて確認を行つている。

法令運守を徹底するよう、引き続き職員司成

を行つていく。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
5

保護者とは電話やメー,レ、文書だけでなく、直接話をし

て共通
‐
露、識を図つている。児童については、特性に応 じた

方法でコミュニケーション、意思の疎通を図つている。

コミュニケーションの手段や方法について

はさらなる工夫をし、職貝間で共有してい

く。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図つているか。
5 0

地域のボランテイアによる体験活動や実習生、学生アル

ノくイ トの受け入れ等を行い、ご二J用時との交流を行つた。

活動の中で地域の清掃活動を定期的にイ子つ

ており、今後も地域住民との交流を計画して

きたい。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニユアル、磁

染症対応マニユアル等を策定し、職員や家族等に同知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

5

各種マニュアルは職員に周知・徹底し、計画に沿つて発

生を想定した訓練を実施している。感染防止のマニュアル

を作成し、保護者の協力を得ている。

引き続きマニュアルの周タロ・徹底を図つてい

く。

47
業務継続計画 (BCP)を 策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行つているか。
5

業務継続唇1画を策定し、計画に沿つて定期的に必要な訓

練や研修を行つている。

保護者に業務継続計画について理解が深ま

るように定期的に周知していく。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
5 0

契約時に確認を行つている。発作や持病があるごイU用児

については対応マニュアル (支援の続―事項)を作成し適

切な対応ができるうよう体制整偏をおこなつている。

事業所からも持病や服栗、発作のイ犬況等の

:Bl屋を積極的に行つていく必要がある。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
5 0

契約時の間き取 りの際に食物アレルギーがあるか確認を

行つている

職貝全員で必ず把握し、今後も共通
‐
認識が

持てるようにしていく。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を語じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
5 0

作成した安全計画に基づいて、研修や訓練等を実施した

り、安全点検を定期的に行つている。

心要に応じて見直しを行いながら、こ利用児

が安全安心に過ごせるように管理していく。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等
^J司
知しているか 。

5 0

取 り組みの内容については、ご家族に周知 した。 新規どI」用児については契約時に説明をイ;つ

ていく。

52
ヒヤリ八ットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
5 0

地域総合支援センターで毎月実施されているリスクマネ

ジメン ト委員会において周知 した内容を共有 し、再発防止

に努めている。

気づきの視点を多く持ち、事故防止につな

げることができるように職員育成を図つてい

く。過去の事故に対する対策防止策を念頭に

おいた支援を徹底していく。

非

常

時

等

の

対

応



53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
5

虐待防止員会を設置し、少なくとも3ヶ月に1回凱上開催

し、ケースの周知や今後の対応の協議等をしている。虐待

防止のための職場内研修を実施している。また、虐待防止

チェックリス トを活用し、チーム支援の振り返りの機会と

している。

身体拘束適正化委員会を設置し、少なくとも3ヶ月に1回

収上開催し、身体拘束の状況や今後の対応について協議・

検討を行つている。身体拘束を行う場合は委員会の中で協

議した上で決定しており、保護者の同意も得て、放課後等

デイサービス計画にも記載している。
1供

::二:ξ
昂を理
'i目

笹翌韓錘線Z棄2琵
54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放

課後等デイサービス計画に記載しているか。

5


